
2026年 7月 22日 

臨床データ利用のお願い 

 

海南病院では、以下の研究を実施しています。本研究の対象者に該当する可能性のある方

で、カルテ情報を研究目的に利用されることをご希望されない場合などお問い合わせがあ

りましたら、お手数ですが以下の問い合わせ先にご連絡ください。 

  

1. 研究課題名 

抗炎症・免疫調節療法を受けた全身性リウマチ性疾患患者における臨床転帰および安全性

の検討：多施設電子診療情報レジストリを用いた観察コホート研究（RAISE 研究：Registry 

for Anti-inflammatory and Immunomodulatory therapy in Systemic rheumatic diseases 

for Evidence） 

 

2. 研究責任者 

海南病院  膠原病内科  佐々木 謙成 

 

3. 研究の概要 

全身性エリテマトーデス、血管炎症候群、炎症性筋疾患、関節リウマチなどの全身性リウ

マチ性疾患は、様々な臓器に持続的な炎症が生じ、後遺症を来しうるため、長期にわたり

免疫や炎症を抑える治療が必要です。またこれらの治療は重大な副作用の危険性を伴うた

め、病気や治療による臓器障害を最小限化し、健康寿命の延伸を目指した治療戦略の開発

が必要です。本研究では、全身性リウマチ性疾患の患者さんの健康状態、疾患の経過、臓

器病変や障害、治療内容、副作用、死亡や死因に関する長期にわたる診療情報をデータベ

ース化して多角的に解析し、疾患の自然歴、生命予後因子や臓器障害・有害事象の危険因

子を解明し、生命および機能予後の改善に資する治療戦略の構築を目的としています。 

この研究では、研究対象の方の診療情報を電子カルテから収集して利用します。共同研究

機関において収集した情報は、個人を容易に特定できない情報に加工して、セキュリティ

措置の施されたクラウド等を通じて研究代表機関である名古屋市立大学に提供されます。

名古屋市立大学においてデータをとりまとめ、解析を行います。提供された情報は、名古

屋市立大学が責任を持って管理します。 

この研究で集めた情報は、将来全身性リウマチ性疾患に関する研究に使用することが予想

されます。その場合、それらの研究計画について改めて倫理審査委員会に意見を聴き、研

究機関の長の許可を得たうえで研究を行います。 



 

4. 研究方法 

①対象となる患者さん 

全身性リウマチ性疾患の治療として、2013年 1月 1日から 2036年 3日 31日に、グル

ココルチコイド（ステロイド薬）、抗リウマチ薬、免疫抑制薬、生物学的製剤などの抗

炎症・免疫調節薬の投与を受けられた患者さん。 

②使用する試料等 

  残余検体：使用しない。 

  カルテ情報：日常診療で得られた情報のうち、診療情報（生年月日、性別、出生

都道府県、発症時居住地郵便番号、家族歴、既往歴、併存症、現病歴、症状や診

察所見、診断結果、投薬内容、検査結果（尿や血液などの検体検査、細菌学的検

査、X線などの画像検査））を利用します。 

 

5. 個人情報の取扱い 

貴重な患者さんの個人情報は、「個人情報保護法」及び「人を対象とする生命科学・医

学系研究に関する倫理指針」など各種法令に基づいて管理します。また、研究成果は

学会や学術雑誌で発表されますが、その際も患者さんを特定できる個人情報は利用し

ません。 

 

6. 問い合わせ先・相談窓口 

JA愛知厚生連 海南病院 膠原病内科  佐々木 謙成 

電話：0567-65-2511（代表） 

 


